
                               

                               

 

第
４
回
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル 

夏
休
み
「
キ
ッ
ズ
絵
画
教
室
」 

 

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。「
絵
」
の
宿
題

を
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
作

成
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

▼
日
時
／
８
月
９
日
（
火
） 

午
前
９
時
～
正
午 

▼
場
所
／
ふ
な
が
た
観
光
情
報
館 

▼
定
員
／
町
内
小
学
生
10
名 

（
先
着
順
・
無
料
） 

▼
講
師
／
沼
澤 

寛
美 

氏 

（
金
山
高
校
美
術
非
常
勤
講
師
）  

▼
持
ち
物
／
画
用
紙
・
絵
具
道

具
・
ぞ
う
き
ん
・
水
筒
・
タ
オ
ル 

▼
そ
の
他
／
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

ふ
な
が
た
観
光
情
報
館 

☎
（
32
）
０
６
６
０ 

 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
再
開 

 

平
成
17
～
21
年
度
ま
で
中
止
し

て
い
た
日
本
脳
炎
の
無
料
予
防
接
種

が
再
開
さ
れ
、
現
在
、
町
で
は
対
象

者
に
直
接
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
で
も
、
次
に
該
当
す
る
方
は
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
対
象
者
／
平
成
７
年
６
月
１

日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
、
１
・
２
期
の
接
種
が
終
わ

っ
て
い
な
い
方 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
健
康
福
祉
課
健
康
介
護
班 

☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
353
） 

 

歯
と
歯
ぐ
き
の
歯
周
疾
患
検
診 

 

歯
周
疾
患
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

に
「
受
診
券
」
を
発
行
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
／ 

40
歳
（
昭
和
46
年
度
生
ま
れ
） 

50
歳
（
昭
和
36
年
度 

〃 

） 

60
歳
（
昭
和
26
年
度 

〃 

） 

70
歳
（
昭
和
16
年
度 

〃 

） 

▼
検
診
場
所
／
山
形
県
歯
科
医
師

会
所
属
の
歯
科
医
院 

▼
検
診
期
間
／
８
月
１
日
（
月
）

～
12
月
31
日
（
土
） 

▼
受
診
方
法
／
歯
科
医
院
に
事
前
予

約
し
、「
受
診
券
」を
持
参
く
だ
さ
い
。 

▼
そ
の
他
／
現
在
、
歯
科
医
院
通

院
中
で
治
療
中
の
方
は
対
象
外
。 

▼
負
担
金
／
１
，３
０
０
円 

（
残
り
の
費
用
を
町
で
負
担
） 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
健
康
福
祉
課
健
康
介
護
班 

☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
353
） 

 8
0
2
0

達
成
者
コ
ン
ク
ー
ル 

  
8020

達
成
者
を
表
彰
し
ま
す
。 

▼
対
象
／
山
形
県
に
在
住
し
80

歳
以
上
（
昭
和
６
年
12
月
31
日 

以
前
生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
持
つ
元
気
な
方 

▼
〆
切
／
８
月
20
日
（
土
） 

▼
申
込
み
／
山
形
県
歯
科
医
師

会
所
属
の
歯
科
医
院 

▼
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
健
康
福
祉
課
健
康
介
護
班 

☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
353
） 

                

Ｎｏ．３２８

平成２３年 

７月２２日号 広  報 

平成 24 年産「つや姫」生産者募集 
つや姫の栽培を希望する生産者を募集します 
▼〆切／８月１６日（火） 
▼認定要件／ 
・経営面積は３ｈａ以上であること 
・有機・特別栽培等の栽培要件に該当すること 
・「つや姫」の作付面積が概ね６０ａ以上であること 
・栽培マニュアル、品質、食味、栽培基準等を遵守すること

・戸別所得補償制度加入者であること  など 
▼申込み・問い合わせ／舟形町産業振興課農政班 

☎（３２）２１１１（内線４２６）

やまがたの野鳥「ホトトギス」 
頭部、体上⾯、胸は⻘灰⾊。⾶びながら
キョッキョ、キョキョキョキョと鳴く。 



青少年健全育成だより 「夏休み特集号」 

《 夏 休 み に 家 庭 で で き る こ と 》 
 

☆ 事件・事故に巻き込まれない、起こさないこと  

交通安全・プール・川・海・花火・門限・ネット利用・深夜外出・外泊などについて、家庭での

十分な話し合いとルールづくりが大切です。（未成年者の飲酒、喫煙は法律で禁じられています。） 
 

☆ かかわりの中で社会力を高める         

家庭や地域の一員としての役割を自覚させる機会です。手伝うことから始めて、子どもたちの自

主性・創造性・社会性を育みましょう。 
 

☆ 計画的な学習・体験も大切です         

学校から出された課題はもちろんですが、長期休業ならではの学習や体験を子どもと一緒に計画

的にしてはいかがでしょう。特に自然観察や野外活動などは、子どもの心を育てます。 
 
《 各学校電話番号・休み期間 》 

舟形小学校 ☎(32)2106   7/27～8/16 

長沢小学校  ☎(33)2004   7/27～8/21 

富長小学校  ☎(32)2769   7/27～8/21 

堀内小学校  ☎(35)2009   7/23～8/17 

舟形中学校  ☎(32)2108   7/22～8/16 

舟形ほほえみ保育園      ☎(32)2120 

舟形町中央公民館        ☎(32)2246 

舟形町ダイヤル教育相談  ☎(32)3118 

※休業日の開始・終了日が、月曜日または金曜日の場合は

土・日曜日を含め記載しています。 

新庄北高      ☎(22)6023  7/28 ～ 8/28 

新庄北最上    ☎(43)2349   7/23 ～ 8/25 

新庄南高      ☎(22)1547   7/27 ～ 8/28 

神室産業      ☎(28)8775   7/23 ～ 8/18 

新庄東高      ☎(22)1562   7/24 ～ 8/21 

真室川高      ☎(62)2028   7/26 ～ 8/21 

金 山 高      ☎(52)2887   7/28 ～ 8/25 

北村山高  ☎0237(23)2785   7/23 ～ 8/22 

楯 岡 高  ☎0237(55)2331   7/21 ～ 8/17 

村山農業  ☎0237(55)2537   7/22 ～ 8/21 

東根工業  ☎0237(42)1450   7/23 ～ 8/21 

 
  

１．まず、あいさつから始めよう 

○コミュニケーションを深める  ○見守る（聞く・励ます・ほめる・注意する） 

２．子どもの手本になろう 

○礼儀  ○ゴミ・空き缶・吸殻を捨てない  ○高齢者に優しく  ○交通ルールを守る 

３．青少年を育む地域環境に気を配ろう 

○地域の公園や広場、通学路での危険箇所などを点検 

４．毎月、第三日曜日は「家庭の日」 

○「家庭の日」は、家族そろって笑顔で過ごす時間をつくりましょう。 
 

この運動は、子どもが大人を『自己中心的で理不尽』『けじめがなく、マナー違反』『自信・

責任感がない、子どもの個性を認めない』と見ているという調査結果がもとになって始まった

ものです。家庭や地域で、今できることから始めましょう。 
 

舟形町・舟形町教育委員会・舟形町 PTA 連絡協議会・舟形町青少年育成町民会議 

舟形町青少年育成推進員会・舟形町生徒指導連絡協議会・舟形町防犯協会 

 

◇◇◇ 大 人 が 手 本 を 見 せ る 運 動 で す ◇◇◇ 

「大人が変われば子どもも変わる」県民運動 



青少年育成町民会議の活動について 
今年度の舟形町青少年育成町民会議総会は、PTA 交流会を兼ねて 8 月 31 日（水）午後 7 時から 

舟形町中央公民館で開催します。それぞれの小中学校で家庭教育目標を掲げ取り組んでいる「家庭教育

活動」の中でも、舟形小学校と富長小学校が取り組んでいる活動への「意見交換会」を行います。地域・

学校・PTAが連携して取り組むために、PTAから地域のみなさんへ協力のお願いをします。 

「地域の子どもたち」を地域で育むためにたくさんのご参加をお待ちしています。 
                   

＜平成２３年度青少年育成町民会議事業計画＞ 

・スローガン 

～地域ぐるみ、みんなで伸ばそう！「ふながたの子ども」～ 

・重点目標 

 （１）児童生徒の健全育成の推進 

 （２）社会環境の浄化と子どもの安全を守る住民運動の推進 

 （３）青少年の社会参加と地域活動の促進 

 （４）各種団体・機関との連携強化 

 （５）ボランティアサークルの育成 

 

 

 

 

 

 

◆６月１９日（日）早朝作業として、沖の原町内会、高校生ボランティア「ふなっ子」、育成推進員、

町職員が連携しての沖の原インターの草刈り・ゴミ拾い、舟形駅舎清掃を行いました。 

 

＜花いっぱい運動＞ 

花植えや管理などの共同作業を通して、子どもに地域づくりに対する関心を持ってもらい、地域の一

員としての自覚と公共心・奉仕する心を育てることを目的としています。 

 

                        ◆平成２２年度花いっぱい運動コンクール結果 

                           優秀賞 木友町内会 

                           優良賞 長尾町内会 

                           優良賞 西堀町内会 

                          平成 22・23 年度の表彰を今年度総会で行います。 

                   ◆平成 23 年度花いっぱい運動審査会を 8 月 7 日（日）に 

                    行う予定です。 
 

地域ぐるみで積極的に、子どもたちとのコミュニケーションを図りましょう！！ 
 

≪舟形町教育目標≫ 地域に育ち、地域を育てる町民の育成 

■５月 26 日「おはよう運動」



七夕かざり 

みんなの願いが叶いますように… 
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        水分補給は大事、でも… 

熱中症予防にはこまめな水分補給が大切です。 

  のどが渇いたな…と思う前に、意識して水分を 

摂るようにしましょう。 

スポーツ飲料は運動時やたくさん汗をかいた 

ときにおすすめの飲み物です。水分補給だから 

といって、炭酸飲料や甘すぎる飲み物を多量に 

摂り過ぎることはあまりおすすめできません。 

糖分の多い飲み物は、おやつと同じと考えて、 

時間と量を決めて飲むようにしましょう。 

 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

   共にふれあい、未来をはぐくむ子育て支援センター    舟形町子育て支援センターみらい  ☎（32）0232 

  子育て支援センター「みらい」 8 月の日程表 

日 月 火 水 木 金 土 

 
1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

ふれあい広場 
6 

7 
 8 

 

9 

 

10 

遊びの広場 

11 

 

12 

 
13 

14 
15 

 

16 

 

１7 

 

18 

お話広場 

19 

 
20 

21 
22 

 

23 

 

24 

遊びの広場 

25 

 

26 

 
27 

28 

29 

 

30 

 

31 

 
 

（土曜日・日曜日・祝日 ○印は休館日です。） 

 

【ご利用について】 

特別な場合を除いて月曜日から金曜日まで開館しています。 
 

①育児相談（来所・電話）…午前 8 時３０分～午後 4 時 30 分 
 

②遊びの場としての利用 …午前 9 時３０分～11 時３０分、午後 3 時～４時 30 分 

            おもちゃや遊具で自由に遊ばせてください。 
 

●第２・４水曜日は「遊びの広場」…簡単な製作や親子ふれあい遊びを用意します。 

●第３木曜日は「お話広場」…………絵本に親しんでもらうための試みです。 

絵本の読み聞かせと楽しい手遊びを行います。 

※｢遊びの広場｣｢お話広場｣は、午前 10 時から。 

●ふれあい育児の広場……8 月 5 日（金）絵本の読み聞かせ 

午前 10 時までみらい集合。 

  

                       地元の食材を大切に 

 

地域で作られた食材をその地域で消費すること、

それが「地産地消」です。 

新鮮で、価格が安く、作物が育つ過程が見やす 

いことから、安全・安心志向の高まりとともに注 

目されています。 

                 また、地域活性化や食料自給率のアップも期待 

されています。地元の食材は、新鮮なので栄養も 

豊富です。地域の食材を活かした四季折々の郷土 

料理も大切に伝えていきたいものですね。 

ふ 
 

ふ
る
さ
と
の 

食
し
ょ
く

を
守ま

も

っ
て 

地
産

ち

さ

ん

地
消

ち
し
ょ
う 

 

 

｢食育カルタ｣より 
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